
令和６年４月更新
竹原市健康こども未来課

〇〇こども園
まず、初発の対応を確実に行い、集団発生を防ぎましょう。
集団発生が疑われる場合の対応早期発見のポイント
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状況把握
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広島県
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要報告

・重症者１週間に２人以上
・疑いがある児童10人以上
・発生が通常より異常に多い

報告すべき事

・人数
・症状（重症度）
・対応状況

報 告

指 示

拡大防止
手洗い・消毒・衛生管理の徹底・
予防方法周知・広報
調理室の衛生確保（感染症と断定された場合給食有）

対 応

電話番号

平日・休日・夜間

082－422－6911
保健課（感染症）
生活衛生課（食中毒）

（Ｆａｘ082-422-9353）

給食自粛・禁止指示

代替食準備など

報告 指示

いつから、どこで、症状、重症度は
（吐き気、下痢、腹痛）（発熱）（咳）
受診の有無、届け出の有無
人数は、共通症状は、園全体を把握

担 任
各組の情報を

連絡

調査
指示

患者把握・保護・家庭連絡（状況説明）・検
体確保（検食・検便）・次亜塩素酸ナトリウ
ム・消毒用アルコール(ノロウィルスには効
果無し)確保・帳票準備・食中毒対応（保健

感染症 食中毒

調査協力

ノロウイルス感染症・食中毒
発生対応のフロー

指示

指示

嘱託医又は

受診医療機関
（ ）

報告・相談



令和８年４月改定案
竹原市健康こども未来課

フロー 誰が 何を 何で どのように

情報把握
各担任
園長

欠席状況・欠席理由
共通症状の園児がい
るか異常を感知する

出席簿
健康調査表
患者発生経過表

いつから、どこで、症状は
（吐き気・嘔吐・下痢・腹痛・発熱・咳・その他）
受診の有無
医師の診断は・便検査をしたか・届出の有無
（発症者のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ・人権を配慮する）

園長 0846-22-7742　発生（疑い）状況　（Ｆａｘ22-5311）

園長

園長 保健所　082-422-6911（Ｆａｘ082-422-9353）

緊急連絡
園長

（衛生管理
者）

ノロウイルス食中毒等発生（疑い）対策
食器消毒後に下膳する。
調理員の各部屋への出入り自粛など
調理室衛生確保

園長・担任

全職員 受信電話を確保し、長電話厳禁

園長

園児
職員への

対応
各担任

園内での症状により対応・二次感染防止（汚物処理対応）・誤
飲対策

各担任

保健所の
調査

全職員 帳票準備　 健康調査票・検便結果表・保存食を提出

園長 帳票準備　 園日誌、給食日誌など

調理員 なま物の有無　検便 献立表

各担任 医師の診断名 患者発生経過表

緊急対応 園長 依頼先　期間　何を　何食　金額　 業者納品中止連絡　など

消毒器材の
確認

各担任
調理員

消毒液、吐物処理用具の確認 交換時期（日数）、設置場所、責任者

注意喚起の
実施

園長

保育所にお
ける感染症
対策ガイドラ

イン

調理員
職員

問題・課題点を洗い出す 既存の衛生点検チェック表などこども園における感染症のガイドライン

嘱託医へ連絡 相談

２週間前からの献立を確認

患者の発症時期・症状・受診状況の把
握

給食自粛・禁止の場合代替食の準備

次亜塩素酸ナトリウム、消毒用アル
コールの確保

保護者への予防方法の周知 臨時のお便りを出す、掲示する、（受診勧奨・入浴方法・便器・トイレのノブ消毒など）

これからの対策を検討（食中毒対策委
員会）

保護者へ電話連絡・状況説明

保健所の調査へ協力

発症の２週間前からの行事の把握

内容

園全体の把握をする
発症者数、症状、発症日時・場所、
医師の診断・届けの有無

ガイドラインの内容を再確認
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健康こども未来課
こども福祉係へ連絡

　（嘱託医：　　　　　　　　）電話番号（　　　　　　　）

保健所の調査準備（給食状況調査等）

調理員（現場責任者）・担任へ報告

園内で情報共有（食中毒等対策委員招
集）

症状・受診状況
各家庭へ

携帯電話でも聞く

初動対応方針決定（保健所からの調査
指示がある）

症状の把握・受診の勧め

ノロウイルス感染症・食中毒発生時の対応チェック表 〇〇こども園


